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Abstract
　The late Dr. Wiesław KOTAŃSKI （1915-2005） at Warsaw University in 
Poland has been studied in the KOJIKI throughout his life-time. This paper is 
free translation from the fragment, the first paragraph in Chapter 3 of partⅡ of 
his main work entitled ”Dziedzictwo Japońskich Bogów”（Heritage kept in the 
Japanese Deities）．
　He insisted that the messages for the better life, which might be meaningful 
even in the modern world, are left in the KOJIKI could be found by analyzing 
the epithet of the deities appeared in the KOJIKI. And he anlysed in this 
paragraph the meaning and the function of the Dieties, Takamimusufi and 


















事記』の解読つまりその 理解を紹介すべく、意訳して紹介するものである。同書の概要は、本紀要第二十四巻第二号に発表した 「すべては混沌から始まる」 「はじめに」 で記述した。その翻訳は、第Ⅱ部第二章だったが、その後 の第二十五巻第二号には、同書 第Ⅲ部第一章「太陽神統治体制の基盤の生成」の部分を意訳して紹介した。本稿 、それに続く紹介で、同書の第Ⅱ部第三章である。　
意訳としたのは、同書の文体と内容は思弁的な深みと諧謔に溢

























































う一柱の神だけがまずはじめに見られる。疑いもなく、この混沌の領域はこの神が管轄者であって、そこでは、この神は物質の要素が分散している状態を保持しなければならい役割があり、物質が統合して活性化していく傾向に対抗する傾向をもっている。ということは、も そ 傾向が認められるとすると、この神は、当然のこととして、破滅と悲劇の統括 としての本性の一面をもっていて、新しい発展の仕事を担うことはないことにな
（訳注１）
。
しかも、この神の宇宙生成論上 使命は、その名称 中に示されているように 普遍的である。だから、あらゆる物質 混沌状態を広げていくのである。つまり、この最初 神 もっぱら自然界の無秩序の増大を意図的に目指すことを役割とする。そ て、その神の働きは、神話 中 過去の出来事な だが、現在の現実世界を考えると、今日もその神が働く状態は生み出されてい と言える。　
日本の神々の体系の次の段階は、混乱の克服つまり秩序化を推









 と記されている。この 「身」 とはもっぱら 「自
































を示し いるので、一対の神々が同時に初めて出現した場合は、そのような段階を示しているということだ。この神話的 形の二神は、 原典の中で、 出現時点では単立の神（
fitöri-gam
ï ヒトリガミ）

















対の神々がいて、そ 神々の創造の力が発揮され 、これらの三柱の姿を中心とする普遍的な世界観が認知され ことにな のだ、と言いたくなるような見解である。ともあれ、明らかに、それは、 「天の御中の主」という伝統的解釈 加え 中国 二分法（陰陽
in-jang ：動きのない中心の周囲に循環する水滴が二つに様式化























































































こし、解放して魅了 せ 聖霊」となる。さらにまた おそらくw
ufi は










は、 「生え上が 、結合して繁殖して、それぞ 互 に感化 合う」という意味をもつ語の具体的な目的論的意味を考えると、物質の中にある生命力の徴候を認知させるこ を実現させる役割を物質のレベルで示していることになる。神道の歴史では あらゆる自然現象の中に現れていて自然の神と れている目に見えいない力が原因となって、世界に存在する物事の活性化が太古から認知さ



























































































































流動している塊を拡散させる生命力を放出する聖霊」となって、ここに具象的 復元が示されている。生命力は、あ 程度の分散化がなされる「液状の物、流動す 塊」つまりもっと細かな小部分に分解する。そして、継続して密度の濃い塊のあらゆる部分から分かれて出てく 。粘性があって凝縮していて流動する塊とは一体何だろうか。それは「高い地域」つまり第一 主導者の役目を担う「
niebos の地域」 （大空）と対極にあり、 「低い地域」つま
り天の下で単純 言えば「大地」であり、物質はまた別 密度をもっていて、非常に精密で凝縮されていて、風雪にさらされるだけで、風化や拡散や腐食してしまう。このように表現する以外にも、この生命力を発出させる二柱の神々 対置する本性を明確にさせる効果をもたらす分解によっ 、この神々 意義 明らかになる。だが、この対峙から何が結果とし 出てくるのかわからないが、やがて呈示され この主題は確実な仮説を導い くれるだろう。　
いずれにしても、神話の構築者は、混沌とした地域を天と地と
に区分することが時を経るに従って実現されるために、物資を拡散させる行動をするような生命力のある二柱の聖霊が宇宙生成のために特定された任務を完遂させるように早い時期から決めていた。この機会を通じて、 物質とは 体系 された状態 ある だが、
7国際研究論叢























































リ・クニユツルヒ・クニノサキリという長 名前 神を記録しいる。混沌の分離活動は、この神の働きで霧が拡大し どんどん拡散していき、その霧が蔓延すること よっ 、混沌世界が完全に個別化され、そこに、土塊が拡大 てどんどん広 ってき、その土塊がが蔓延することによって完全に分離 たのである（これは一九八六年の段階での筆者
K
otański が『古事記』の翻
訳でした説明に近似している） 。これ 形成される前の物質が、生命力を発出する二種のムスビ 聖霊 出現 以前 、二種質量と地域へと物理的に階層化されたと うことである。すなわち、前述したように、軽量な状態は霧 なって上昇し、重い状態は凝縮した土塊となった。 「生命力」がこの二種の状態にそれぞれ別個に関わってい 。発生させる二神の初め 聖霊は、霧状元素を凝縮させて低 に散布させ、またその地域へ発達を胎んだ元素の胚胎と進歩と発展をもたら 力を天から降り注ぐことを可能にしている。さらにまた、胚胎が発生して凝縮され 他 進歩の働きの興隆が起こされた、これが統合の過程で、こ なけれ
8自然界における永久運動の構想−ヴィエスワフ・コタンスキ著『日本の神々の遺産』意訳・その３−



















つの関係する要素に注目したい。それは 高 地域が様々 恵を低地にもたらしていて、そこで、高地は善きこと、生き生 として有益で低地にとって好都合なことを低地にもたらす源 考えられていることである。高 層とは反対 、深く埋もれ 層は不毛であって、上方からの恵が少なければ少ないほど そ 場所はますます低くなってい 統合をもたらす生命力 ある聖霊
9国際研究論叢
生き生きとした計らいのおかげで、山地からの恩寵が低地に達し、そこで最初の分散をももたらす聖霊の同意を得て低地の改善が活発化し、低地では最初の合奏（例えば、大地の柔軟化や豊饒化はその山地の雰囲気 影響である）が始まり、拡散 担う聖霊自身が恵をもたらす働きをするのだが、その行動を安易に恩恵を注ぐ行為だと表現することは躊躇される。というのは 不毛な状態中での生命力の結果は、通常、儚い物となることがしばしばだからだ。時空の中に存在することを価値づけて るこ ような局面は、古代の力の観念を描き出すことを可能にし 後生の倫理的構想を古代的観念から解放させ を可能にしている。　
神話以前に儀礼の存在を考えることがはっきりと強調された従
来の定説のような理論はどこへ行ってしまったのだろうか。儀礼について言えば それは、直面した人間 理解の 性 超越した自然現象に対応する社会的行為であり、人間が行動を進め 方略の最も根源的な動機における考察を生み出 行為である。もちろん、遙かな昔に、一定の態度や習慣や風習等々が成立していたようには、現象を洞察する本能が、古代人 客観的なものの見方の意義をもたらしていたとすることはできない、ということを忘れてはならない。なぜなら、完全に何も い中で、 思考が紡ぎ出されることはないのだから。だが、そう 言って 理解しやすい神話的 材料に基づ て判断 下し れによ 、古代の群衆の行動の動機付けを確実 発見でき 仮説 比較的多く見られるようになっていると考えられる。そ うえ 批判的な姿勢の研究が、そ 同じ資料を利用することが可能となって、非常に頻繁に近似 た結論が導き出されるようになってきている。そこで、少なくとも ように立証された考察は 十分 確かなものと考えて良いだろう。
　
もし読者が、以上のような大前提に同意するなら、文化的な方
略の適切な動機付けが社会基盤の説明の重要な部分を占め、我々がそれに注意を向けることが、或る人間集団の役割についての典型的な記述の理解のために重要な意義をもつことに り、価値があることが分かる。宗教の教義が儀礼や慣習に哲学的かつ思弁的な論拠を提供することがなければ、客観的な研究は、信仰が根付いて教義上の基盤となっている社会への影響による現象を分析することの価値 高めることに る。古代日本の神話 再建する研究の分野では、何がその作業の 義だ ではなく研究範囲を本当に限定しているのかについて 問題に関心が薄いの 普通だ。ここで取り上げる試みは、その問題 関係す 全てのことについて直ちに解決への影響を与えないまでも、おそらくは、踏み出したその第一歩は今後の研究への刺激 る効果を呼び起こす だろうと思っている。　
さらに、すでに信仰の分野に二種類の重要な徴候についての議
論がここに現れてきた（一層広 領域に考察を広げること 意義が皆に認識されていない間は、古代の神道という範囲内での信仰をめぐる議論の範囲を超えることは許され い） 。そ 重要な徴候の一つは、歴史以前 時代から日本人が人々に願望することをもたらす恵の力だけではなく不幸や破滅や病苦や飢餓や死にさらす力も信仰の対象として同一化して見なして崇拝し意識して たことである。周知 ように、それとは反対の立場は、好ましくて優れたあらゆる特長を一つの神に集中させる一神教的宗教が代表しているが、それは、神観念のさら 発展した段階になって初めて達成さ るものである（
P
oniatow
ski 1965 ） 。ここまでは、畏怖





の関係で、生命力を発散させる神の信仰を扱うもう一つの方法に言及することである。この問題には確かな資料が明らかにないのだが、主導者の信仰はかなり大きく広がったこともなく、その神は神学的な思考から人工的に構想された神であることが注目され、神道の神話の原初的段階のよ よい秩序をももたらすことを司る生命力を付与 ムスビの神の民衆の観念のように、二柱の神が自然に生成した ではなく、むしろ後生の信仰だということが示されている（安津・梅田『神道辞典』一九六八の「あまのみなかぬしの神」の項参照） 。いずれにせよ、 「儀礼は 話に先行する」とする研究にとって、古代 日本人は、森羅万象を自然 力が演じていることと見なす力 作用が想定されていた時代にあっても、その自然の中に良 変化 喚起 要因に多様性があって、その要因が確実に日本人の生活を決定づける役割をし て、その結果は尊重して維持するに価す と考えていたに違いな それは、人間にとって 都合 悪い変動が想 されて いことを意味するので なくて、そのような変化を回避 警戒すべく努力がなさ ていることであっ 、そして、 「森から狼を呼び出さない」ように、言葉の行為（祈りや祈願）でその変化はめったに呼び起こされることがないのだ。これはおそらく扱 方の重大 区別だったので、生命力を与える神々の信仰が広 って わ ずに神道の教義の根幹の要因 一つであり続けてい である。一方で、生命力を付与する聖霊 観念 根底にどんな動機 あるという問題を熟考し始め と、それが自然の解毒剤つまり喜びのない気分の「生命力の欠如 無気 腐敗、堕落」等々の状態を是正する薬剤だったという反駁できな 解答が放棄さ 神
を予防者、何も言わない存在、視野から外された者とすることはできなかった。　
秩序と生命の欠如、一言で言えば、混沌を広める主導者つまり
































御中主神とすることに、おそらく多くの人々が違和感を覚えることだろう。その解釈に至る経緯と意味については、本紀要第二十四巻第二号に発表した 「すべては混沌から始まる」 を参照していただきたいが、要点は、神々がこの世 安定 秩序をもたらすための働きを発揮する前に、混沌という状態があって、それが森羅万象が発生する根拠となっていて その根拠 場所が高天原で、 の始原の状態を保持するのが天之御中主神、という解釈なのである。
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ランド語訳をできるだけその翻訳の使用表現に再現すべく心がけた和訳を掲げた。日本の読者に斯様に提示したのは、どのように翻訳したかを見ることによって、コタンスキ博士 この箇所 解釈が窺えると考えたからである。
